














Dispute on a Karen Film in Late Colonial Burma:
The Ethnic Assertion of Buddhist Karens and its Social Context
Summary: This study examines the background of two Buddhist versions of the three Karen 
history books published in the last decade of British colonial rule in Burma, by focusing on a 
dispute on the description“savage Karen” that appeared in Thuriya, a Burmese newspaper of 
the day, in the fi rst half of 1929. U Pyinnya’s Kayin Yazawin (Karen Chronicle) and U Saw’s 
Kuyin Maha Yazawin-dawgyi (Kuyin Great Chronicle) published in late 1929 and 1931, 
respectively,  are regarded as the fi rst ethnic self-assertions by Buddhist Karens, the ethnically 
silent section of the population compared with the socially vocal Christian Karens. Analysis on 
the dispute shows how and why the Buddhists have become ethnically conscious at this point 





言えばビルマの外ではキリスト教徒というイメージが強いが、この 3 種のうち 2 種は仏教徒
著者による民族史書であった。一点はウー ･ ピンニャ（U Pyinnya）によってビルマ語で書か
れた『カイン王統史（kayin yazawin）』（1929 年出版）、もう一点はウー ･ソオ（U Saw）によっ
てやはりビルマ語で書かれた『クゥイン御年代記（kùyin maha yazawin dojî）』（1931 年）で
ある。加えて 1939 年、キリスト教徒著者のソオ ･アウンフラ（Saw Aung Hla）によるスゴー
1）  翻字について、ビルマ語は奥平龍二氏考案の方式［The Burma Research Group 1987: 18］、スゴー・カレン語は藪司
　  郎氏考案の方式［藪 2001b: 526-531］を使用する。民族の呼称としては、カレン民族は英語表記から派生した「カレ
　  ン（Karen）」とともにビルマ語の「カイン（Kayin）」や「クゥイン（kùyin）」、スゴー ･ カレン語の「プアカニョウ
　  （pgaMkaňô）」、ビルマ民族はビルマ語口語体の「バマー（bama）」、同文語体の「ミャンマー（myanmar/Myanmar）」、
　  一般的な日本語／英語名称である「ビルマ（Burman）」など、文脈に応じて使用する。領域や国の名称としてのミャンマー
　  とビルマも同様である。（国民としてのビルマ人は Burmese の英語表記が一般に使用される。）本稿の論旨のうえでは
　  各名称の相違は大きな問題とならないので、とくに注記をしないかぎり各々を互換可能な名称として使用する。
12 池　田　一　人
･ カレン語の『プアカニョウの歴史（pgaMkaňô ali’M taLciFsoMtêsoM）』が出版された。お
のおののタイトルに現れる、「カイン（kayin）」と「クゥイン（kùyin）」はビルマ語での他称、
｢プアカニョウ（pgaMkaňô）｣はスゴー ･カレン語での自称と一般的には考えられる語である。
筆者は以前、仏教徒のカレン史 2 点にあらわれた主張と論理を検討し［池田 2009］、キリ
スト教カレン史をカレンという民族に関する知識の形成過程の上に位置づける試みをした［池





























































































　　の対象とされ ･･･（中略）･･･ しかしながら実際は、クゥイン ･ ルーミョウの本源大本の











ところで、ウー ･ ピンニャの執筆動機に暗示され、ウー ･ ソオには明確に示されているカ
イン／クゥインへの批判とはどのようなものであったのか。ウー ･ピンニャの『あとがき』末
尾には、その具体的な様相をうかがい知ることのできる出来事が触れられている。







　　1291 年ワーガウン月（1929 年 8 ～ 9 月）にトゥーリヤ新聞社にて印刷し、ダディンジュ
　　月（同年 10 月 3 ～ 31 日）のうちに無事完成をみたのである。 ウー ･ピンニャ  ヤーザウィ
　　ン ･サヤーヂィ（タトン）［Pyinnya 1929: 177-178］
ウー ･ ピンニャの『カイン王統史』の初稿自体は 1927 年半ばに完成していたが、出版直前








ビルマにおける 1920 年代末という時期は、英国支配が下ビルマですでに 70 年以上、上ビ
ルマでも 40 年以上におよび、その体制の矛盾を内に孕みつつも植民地的安定と繁栄が実感で
きた時代であった。第二次英緬戦争後にはじまったイラワディ ･ デルタ開発は、1870 年代初

























る役割を積極的に担っていた。1920 年代には農村部にも、ウンターヌ ･ アティン（愛国主義
結社）やブー ･アティン（拒絶結社）と呼ばれる組織が広範に展開するようになっていた。
4）  以下の概観は主に［Taylor 1987］、［根本 1999］、［根本 2002］などによる。
17植民地期ビルマにおける「映画とカイン」論争　―仏教徒カレンの民族的主張とその社会的文脈―
裾野の広い運動の圧力を受けてビルマでも 1923 年に両頭制は導入されたが、自治権の拡大













投書が掲載された 1929 年 3 月から 5 月を山場として、11 月の中旬までカインとミャンマー
を名乗る 30 人ほどの人々による 40 本前後（判明分は 35 本）の投書と編集者による記事によっ
て議論が交わされた【表参照】。多くの投書には『映画とカイン（you’shin hnìn kayin）』や、
それに類したタイトルが付されている。
5）  U Thwin や U Pu という YMBA の急進的な会員によって資本金 5 万ルピーで設立され、当初「民族主義的」「急進的」
　  などの評価があったらしいが［伊野 1998: 103］、1920 年代から 30 年代までの政庁の出版物検閲資料では「穏健（moderate）」
　  の評価が付されている。［OIOC: V/25/960/44 Annual Statement of Newspapers and Periodicals published in the Province 
　  of Burma, 1926-1940］
6）  1930 年に発刊されていた英語日刊紙には、British Burma Advertiser（5,500 部）、Burma Exchange Gazette（3,000 部）、
　  Moulmein Daily News（850部）、Rangoon Gazette（5,000部）、Rangoon Market Gazette（100部）、Rangoon Times（4,000部）、
　  Times of Burma（900 部）があった。他言語による日刊紙としては、タミル語（3 紙計 5,500 部以上）、ヒンディー語
　  （2 紙計 1,500 部以上）、ウルドゥー語（1 紙 400 部）、中国語（3 紙計 3,150 部）があった。ちなみにカレン語では日刊
　  紙は発行されておらず、スゴー語でキリスト教系の季刊誌（2 誌計 700 部）、月刊誌（4 誌計 9,750 部）、隔週刊誌（2
　  誌計 1,500 部）、週刊誌（1 誌 100 部）が、同じくポー語でキリスト教系の月刊誌（1 誌部数不明）と週刊誌（1 誌 1,800 部）
　  が発刊されていた。［OIOC: V/25/960/44 Annual Statement of Newspapers and Periodicals published in the Province 
　  of Burma, 1926-1940］
7）  1930 年頃、「多くの村では、村長向けの官報以外には定期刊行物は手に入らなかった」［伊野 1998: 117］との証言も
　  あるが、それでも時に村民が町に出て新聞などを入手して持ち帰ることはあった。植民地期末期、村民の誰かが町で
　  入手した新聞を村に持ち帰ると、農民たちが寄り集まって、字を読める人に新聞を読み聞かせてもらうことが楽しみ
　  の一つだったという。（筆者が 2003 年 5 月、2004 年 2 月、5 月、6 月に行ったイラワディ ･デルタのバセイン市郊外
　  やミャウンミャ市郊外、エインメ郡、ワケマ郡の農村部での聞き取り調査による。）
8）  植民地期のビルマ語日刊紙は、この前の 1926 年には Burma Herald（発行部数 500 部）、Daily Market Report（500 部）、
　  Friend of Burma（1,000 部）、Rangoon Daily Market Report（500 部）、Wunthanu Thadinsa（1,100 部）、そして Sun
　  （トゥーリヤ紙の英名、3,000 部）が発行されていた。またこの後の 1940 年には、発行部数で目立つものだけ挙げる
　  と、Daily Telegraph（1,000 部）、Deedok Daily（5,000 部）、Market Report（3,000 部）、New Light of Burma（18,300 部）、
　  New Mandalay Sun（2,250 部）、Progress（16,722 部）、Saithan（5,000 部）、そして Sun（8,000 部）など多数が発刊
　  されていた。しかし、1930 年に発刊されていたのはこの Sun、つまりトゥーリヤ紙以外に、Lawkasara Daily News
　  （1,000 部）、Market Report（500 部）Rangoon Rice Exchange Report（1,000 部）、Rice and Produce Market Report（500 部）
　  などおおかたが経済紙で、一般紙はほとんどなかった。［OIOC: V/25/960/44 Annual Statement of Newspapers and 
　  Periodicals published in the Province of Burma, 1926-1940］
18 池　田　一　人
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hpyanhpyei dhu you'shin hnìn kayin
???? ??????




bou'dabadha win kayin kayin lumyôu hnìn cai'htîyôu za'gâ
???????? ???????????
Kayin Poungyi kayin hnìn myanma you'shin
? ?
?????? ??????
myanma kalê you'shin hnìn kayin
???????????????????? ????????????
Maung Maung Khin (neshin nedâun kalê) phyùsôdî mîn hnìn kayin
?????? ???????????
Maung Nyun kayin hnìn myanma you'shin
???? ??
myodhâ amyin hnìn ahtin
?????????? ?????????????
neshin nedâun kalê thayeihki'taya pyi hnìn kayin mîn
????????? ???????????
myanma asi' kayin hnìn myanma you'shin
????????????? ?????????????




Shwe Khyin Kwin myanma you'shin hnìn kayin
?????? ????????




kayin amyôudhàmî kayin hnìn myanma you'shin
???????? ???????
kayin câun hsàya kayin yazawin
????????? ??????
myanma si' you'shin hnìn kayin
???? ??????
Maung Myitta you'shin hnìn kayin
?????????? ??????????????
neshin nedâun kalê phyùsôdî mîn hnìn kayin myâ
????? ?????????????????????????
thîloudhu kayin hnìn myanma you'shin (pyùsôdî mîn acâun)
???? ??????
hsanda kayin hnìn you'shin
???????? ??????
Ma Oung Thin kayin yazawin
?????? ???????????
Hla Hla kayin hnìn myanma you'shin
???????? ????????????????????
Yangon?Kayin kayin hnìn myanma you'shin (hsinzalujîmyâdhò)
???????????????? ???????????
myà myà kùthìdarà nàgàrà kayin hnìn myanma you'shin
???????? ????????
Kayin Poungyi pyùsôdî mîn hnìn kayin myâ
?????? ??????
Aung Maung kayin yazawin
???????? ?????????????

























































論争の発端は、1929 年 1 月 29 日付けのビルマ語全国紙「トゥーリヤ」に、「カイン―ナン
･セインチィ（kayin – Nan Sein Kyi）、ヤンゴン生まれ」との署名による『ミャンマー映画と










　　で、カイン ･ ルーミョウらを根っから野蛮で（yâin sâin）低級な（you’nyùn）人々とし
　　て描いて見せていたのです。その映画社は、今のような進歩した時代に、タインインダー













9）  『タウンナンブヮー』は「南宮生まれ」の意。王宮において南宮とは正王妃の居所であり、したがって「南宮生まれ」  
　  とは王の嫡子である王子を意味する。『ミャエーイン』は女性の名前。『シュウェジョウピュウムーラーケー』はビルマ 
　  の昔話の題名。『プゥレートゥエー』は「真珠の首飾り」の意。『ダビンシュウェティ』はタウングー朝の王の名で在位
　  1531 年～ 1550 年。『チャイッティヨー』はビルマ南東部にある「黄金の岩」で有名なパゴダの名称。いずれの映画フィ
　  ルムも筆者は未見で、ビルマではほとんどが失われてしまっているようだ。
20 池　田　一　人
　　　カイン ･ルーミョウにはタライン ･カイン、ミャンマー ･カイン、タウンボー ･カイン
　　という 3 種がいて、その 3 種の中でタライン ･ カインとミャンマー ･ カインの 2 種は、
　　大昔のミャンマーの王様の治世の下でさえも、タラインやミャンマーらと同様に、ミャン
　　マー国の下半分（下ビルマ）で、文化的に（yincê zwa）暮らしてきたということを知る





















さらにここではもう 1 種、英語では「カレンニー」10）に相当すると目される「タウンボ （ー山

















































　　サイモン委員会の前では、どのルーミョウも民族分離問題（ルーミョウ ･ クウェチャー ･
　　イェー lumyôu hkwêhcâ yêi）について要求していると、新聞を読んでいる人は誰でも知っ
　　ている。民族分離（問題について）を要求どおり、すべて得ることができるかどうか結果






















の大物であるサン・C・ポー（Sir San Crombie Po）による『ビルマとカレン（Burma and 
the Karens）』［San C. Po 1928］にも、「カレンの知名の士」として紹介されている宗教者である。
さらに、この警句的な表現自体はカレンのあいだにながらく伝わっていた慣用句であったらし
く、19 世紀末の英植民政庁の財務長官の地位にあったスミートン（D. M. Smeaton）の著書にも、
カレンのいにしえの預言（old prophecy）として、“A foreigner may be a ‘sir’, a Karen a lord, 




　　カラーはラントゥウィン（lânhtwin 開拓者）、カインはランピャ （ーlânpyà 道案内）、バマー























インド人は 19 世紀後半のデルタ開発の際に労働力として移入され、以降、1931 年の人口
統計［1931 Census］からはビルマ総人口約 1,465 万人のうち、ビルマ（約 860 万人）とカ





























ジャドソン（Adoniram X. Judson）は、1813 年に来緬した米国バプティスト派の宣教師で




















徒は少数派で、カレン総人口に占める割合は 16％程度（約 21.9 万人）であったものの、大半
を占めるバプティスト（同 12.35％、約 16.9 万人）が社会的におおきな発言力を持っていた。
そして、このような存在感あるキリスト教徒カレンの現在の地位がジャドソン以来のキリスト
教宣教に由来することは、一般のビルマ人も認識していた。
13） ジャドソン ･カレッジ（Judson College）は、1872 年にバプティストによって建学された神学校が母体となっており、
　   1882 年頃にはラングーン ･ バプティスト ･ カレッジと呼ばれていた。1894 年にカルカッタ大学より短期大学
　   （intermediate college）、1909 年に 4 年制大学の認可を受けて、名実ともにようやくビルマで最初の本格的な高等教育
　   機関となった。1920 年に国立のラングーン ･カレッジと統合してラングーン大学（Rangoon University）に再編成さ
　   れたが、大学を構成する 2 つのカレッジのうちラングーン ･ バプティスト ･ カレッジが 1919 年以降ジャドソン ･ カ
　   レッジと呼ばれるようになった［Shwe Wa 1963: 214-215］。ビルマ人仏教徒はビルマに唯一の大学にある「ジャド












されていたビルマ ･ ライフル大隊（Burma Rifl es）の標準的な構成は、カレン中隊 2 個、カチ









1881 年、YMBA よりも四半世紀もはやくにカレン民族協会（Karen National Association: 
KNA）が設立されている。また、ビルマ州弁務長官下の一諮問機関でしかなかった立法参事
会にもスゴー ･バプティストのサン・C・ポーが議員として加わっていた（在任 1916-1923 年）。




Po 1928: 66］を提出して、YMBA の反発を買っている。
さらにビルマ州総督クラドックによる改革の際、1920 年にはスゴー ･ バプティストのシド
ニー ･ ルーニー（Sydney Loo Nee）が、ビルマで 2 番目に大きい「人種」集団である「カレ
ンには独立した選挙区が保障されるべき」と主張した。つづくホワイト調査委員会（Whyte 







































































































侶は 5 月までに 4 通（そして「カイン・ポンヂー」氏の投書以前の 3 月 11 日にも 1 通）の反
論を投稿している。
3 月 21 日、この僧侶は「タガウン王統のアディッサー王の王子である」ピュウソオディが
カインであったということは「断じてなく、ミャンマー ･ルーミョウであった」と強い調子で
抗議し、その略史を解説している。4 月 11 日には「ネーシンネーダウン子」の名で、タイェー
キッタラ国の王統史にもカインが「乗っ取り」をかけていると憤慨し、「タイェーキッタラは（緬
暦）40 年（西暦 598 年）に始まり、29 代の王がいて、その中には『カイン』という文字はまっ
たく含まれていない」と反論する。さらに 5 月 23 日にも、もしピュウソオディがカインであ
るなら、「我々の（僧院教育での）ヤーザウィンの試験において、ピュウソオディのことを問
題に出題し、カインの王であるとの解答を得たなら正解とすべきか否か、是非ともヤーザウィ












15） 「コーミンコーチン」（自主独立）は、1930 年代に現われたタキン党の反植民地主義・反英闘争の党是 ･ 標語となっ
　   た表現でもある［根本 1990］。以下に引用する［TD 5/13「カイン女性」］にも同様の表現が含まれるが、こちらは
　   文脈上より直訳的な「自らの王自らの家臣」の意が強い。
31植民地期ビルマにおける「映画とカイン」論争　―仏教徒カレンの民族的主張とその社会的文脈―
であるということについて、世界の終わりまで言い尽くしたとしてもヤーザウィンに書いてあ
















上述のとおり、ウー･ピンニャは 1 月 29 日の論争の端緒となった投稿記事から 2 ヶ月あまり


















　　した次第です。［TD 4/13　タトン ･ウー ･ミャッマウン（ウー ･ピンニャ）］
これにつづいて、カイン ･ ルーミョウの古文書はすべて散逸してしまったのでカインの王





























他方、ウー ･ ピンニャの記事が掲載された 4 月 13 日以降 20 前後の関係投稿記事が掲載さ
れており、ビルマ側からは確認できるだけでも 7 本の投書が寄せられている。しかし、ウー ･
ピンニャの記事へのミャンマー側の直接的な応答は、
　　カイン ･ヤーザウィンを編纂したと聞くが、それは喜ばしいことだ、昔はよかったという
　　ことを信じて ･･･ ルーミョウの発展のために努力するのはよいことである［TD 5/17　慈
　　悲の人］
という皮肉交じりの寸評が含まれた投書が 1 本みられるだけである。他のビルマ側の投書は、
ヨーロッパ人の文明度との比較［TD 5/16　本物のミャンマー人］、ウー ･ ピンニャ登場以前









イン王統史』が出版される 11 月までの間、ウー ･ ピンニャとその「弟子」を自認する発行人
マ ･オウンティン（Ma Ohn Thin）らの、書籍発刊に関係した紹介記事や広告が断続的に掲載
されるのみとなった［TD 5/28; 8/10　マ ･オウンティン ; 11/2; 11/10　タトン ･ウー ･ミャッ
マウン（ウー ･ピンニャ）］。
10．おわりに
ウー ･ ピンニャがその著書を出版しようと思い立った「1926 年頃の民族精神の覚醒」、そ
20） 編集部での取捨選択により、ウー ･ ピンニャの記事への応答が含まれたビルマ側の投書の掲載が見送られた可能性






















［池田 2008: 88-99.］。ビルマの王朝は 19 世紀末の全面植民地化によって消滅したとはいえ、











　   の衰退を招いた。衰退の認識は 19 世紀終わりの都市部のビルマ人仏教徒のあいだに広まり、その危機感を原動力と
　   して近代的な様相をもつ仏教復興運動が各地で形成された。1906 年、各地の運動を取りまとめる連合体として青年
　   仏教協会（YMBA）が設立された。これがのちに、ビルマ・ナショナリズム運動の嚆矢として記念されたことは既





































る政治団体の設立は 1939 年のビルマ ･ カレン民族協会（Burma Karen National Association: 
BKNA）が最初であり、しかもバプティスト･スゴーの助けを借りて行われたようである。だが、
この反駁は、このようなカレン独自の経路を使って行われるべきものでもなかった。
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